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東北農政局 田沢二期農業水利事業所 

 



第１条 一般事項  

一般事項は別紙－１に示すとおり。 

 

第２条 契約の保証  

契約の保証は別紙－２に示すとおり。 

 

第３条 共通事項について  

１ 被災地域における被災農林漁家等の就労機会の確保について 

（１）受注者は、工事の施工に当たっては、効率的な施工に配意しつつ、地震又は台風等被災地域にお

ける被災農林漁家等の就労希望者を優先的に雇用するよう努めるものとする。なお、被災農林漁家

等の雇用においては、賃金等の支払いが適正かつ遅滞なく行われるよう配慮すること。 

（２）被災地域における被災農林漁家等の雇用実績等を把握するために、以下の内容で調査を行うので、

受注者は協力すること。 

ア 工事着手時点における雇用見込人数 

イ 月毎の雇用実績人数 

 

２ 積算工種区分等について 

本工事の予定価格積算における工種区分等については、「土地改良事業等請負工事積算基準」（農

林水産省農村振興局制定）に基づき、次のとおりとしている。 

（１）工種区分：コンクリート補修工事  

（２）施工地域：補正なし（施工場所区分：地方部（一般交通等の影響を受けない）） 

（３）冬期補正（設計労務単価）：なし 

（４）冬期補正（現場管理費） 

施工場所①：0.77％ 

施工場所②：1.20% 

施工場所③：1.20% 

（５）豪雪補正：10％ 

（６）週休２日補正：４週８休以上 

（７）熱中症対策補正（現場管理費）：0.00％ 

（８）現場環境改善費の計上：する 

（９）単価適用年月：令和５年５月 

 

３ 建設資材廃棄物の処理について 

   特別仕様書第９章３に示す処理施設までの片道距離は次のとおり考えている 

建設資材廃棄物 処理施設名 運搬距離 備考 

廃プラスチック 秋田県環境保全センター L=49.5km 以下 施工場所①、②、③ 

無筋コンクリート 企業さきがけ L=3.3km 以下 施工場所① 

無筋コンクリート 企業さきがけ L=14.4km 以下 施工場所②、③ 

 



４ 建設資材の価格について 

    本工事で用いる資材等のうち、見積採用単価については競争参加資格確認通知の際に入札説明書

ダウンロードシステムで配布する。 

 

 ５ 「工事書類の簡素化」について 

農林水産省農村振興局が所管する直轄土地改良事業等の請負工事における受注者の業務及び発注者 

の監督・検査の合理化を目的に「提出書類の見直し」、「様式の統一」などを行い、工事書類の簡素化

を図るため、土木工事共通仕様書※などの基準等が平成 26年 3月 28 日に改正された。 

これに合わせ、平成 26年 4 月より農林水産省ホームページに提出書類様式を編集可能な形式（Word、 

Excel）で掲載、ダウンロードを可能とすることで、受注者の利便性の向上を図っている。なお、上記

の土木工事共通仕様書などの改正内容、提出書類書式及び「工事書類の簡素化」についての概要は、

農林水産省ホームページ http://www.maff.go.jp/j/nousin/seko/kyotu_siyosyo/ に掲載されている

ので確認されたい。 

 

６ 目地補修工（目地充填工法）  

既設目地撤去にかかる作業区分は、「機械はつり」で計上している。 

 

７ 目地補修工（目地成型ゴム挿入工法）  

目地補修工（丸子川サイホン）にかかる標準断面は、別図１のとおり考えている。 

 

８ 仮設工  

（１）養生工  

   ア 目地補修工（目地充填工法）の施工にかかる養生屋根は、１スパン当たり L=5m(A=22.639m2)のもの

９組を１セット(L=45m)として計画している。 

イ 養生屋根は、６セット分(L=45m×６セット=270m 分)を設置、撤去する計画としている。 

ウ 目地養生期間を終えた範囲の養生屋根は、順次移設することで考えており、その転用回数は１セッ

ト分(L=45m)を 16 回及び 1/4.5 セット分(L=10m)を１回行うことで考えている。 

（２）排水処理工  

排水ポンプの運転日数は、以下のとおり考えている。 

    施工場所① 施工始点部   ：44 日 

    施工場所① 丸子川サイホン ：37 日 

    施工場所② 右岸支線１号  ：10 日 

    施工場所② 右岸支線２－２号：８日 

（３）サイホン仮設工  

丸子川サイホン（施工場所①）における換気設備工他の仮設は、以下のとおり考えている。 

また、電力は商用電力を考えている。 

換気設備：軸流ファン（反転軸流式・定風量型、風量 400m3/min） 23 共用日 

   照明設備：照明器具（防湿防雨用） 10 台 

        投光器（300W １灯型） ２台 



   配電設備：低圧移動線（単相 2mm2、設置～損料～撤去、23 日） 92m 

        分電盤設備（単相３線式、負荷容量 3KW、設置～損料～撤去、23日） １箇所 

低圧移動線（三相 38mm2、設置～損料～撤去、39日） 10m 

        分電盤設備（三相３線式、負荷容量 37KW、設置～損料～撤去、39日） １箇所 

   受電設備：低圧引込設備（設置～損料～損料～撤去 39 日）１箇所 

        配電設備（接地工） １箇所 

   電力基本料金：33KW／月を 2ヶ月分計上している  

 

９ 歩掛について 

   令和５年度土地改良事業積算基準（農林水産省農村振興局制定）に記載のない歩掛については、別紙－

３「参考歩掛」に示すとおり考えている。 

   なお、施工にあたっては、現場において実態調査を行うものとし、実態調査で使用する調査様式は、監

督職員が指示する。  

 

10 一般管理費等の算出方法について 

   本工事は、施工箇所が点在する工事であり、工事箇所毎に共通仮設費及び現場管理費を算出してい

る工事であり、一般管理費等は別紙－４のとおり通常の積算方法により算出している。 

 













 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



     

     

  



     

     

     

     






